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第 5４回 BS12 トゥエルビ放送番組審議会 議事概要 

 

◼ 開催日時 2022 年 10 月 25 日(火) 13：00～14：30 

 

◼ 開催場所 オンライン会議 

 

◼ 委員：総数 9 名 

出席（9 名） 

委 員 長：石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長：勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員：古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委  員：菅谷  実（慶應義塾大学 名誉教授） 

委 員：山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員：伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員：坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

委 員：臼田 誠次郎(元日本工営㈱代表取締役副社長) 

委 員：小林 千寿(日本棋院 棋士)  

 

◼ 放送事業者側出席者 

代 表 取 締 役 社 長：須磨 直樹 

社 長 補 佐：中林 裕士 

編 成 部 長：清水 友明 

管 理 本 部 長：園田 誠 

リスクマネジメント部長：西村 和晃 

事 務 局：尾上 一也 

 

◼ 議事概要 

代表取締役社長挨拶（事業概要説明） 

 

議題 1 番組種別分類結果公表について 

2022 年 4 月～2022 年 9 月の第 3 月曜日を起点とする各 1 週間（計 42 日）に放送した、

番組の種別の分類と、種別ごとの放送時間の合計、並びに個々の番組の種別分類結果を書面

にて報告し、結果公表につき了承された。 
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議題 2 2022年 4月以降の番組編成内容について 

「プログラムガイド（2022 年 10･11･12 月）」及び番組宣伝動画に基づき、2022 年 10 月以

降の番組編成内容について清水編成部長より説明があった。これに対して、委員から質問と

コメントが出された。質問に対しては、事業者側が回答し、コメントについては、適宜、今

後の番組編成に活かしていくこととした。 

 

議題 3 審議番組 「記憶のロケ地を巡る旅」について 

審議番組について、ダイジェスト版を視聴後、合評を行った。 

委員からの主なコメントは次の通りである。 

 

・ 有名俳優ゆかりのロケ地とあって何れの場面も画になる風情であり、名物の紹介もあっ

て十分楽しめた。 

・ 前提となっている映画を見たことがない視聴者にとっては「ああそうか」という程度で、

豪華キャストの割には特徴がなくありきたりな感が否めない。著作権の問題もあろうと

は思うが、対応するシーンが再現されれば、タイトルの記憶のロケ地がわかりやすくな

り、満足感が増すのではないか。 

・ 肝心の映画について、映画を見たことのない人にとっては単なる言葉だけの話では分か

りにくく、何かもう一工夫ほしいという感じが残った。 

・ 記憶のロケ地を巡るというタイトルに非常に興味を持ち拝見したが、ロケ地のイメージ

がつながらない視聴者もいると思うので作品の映像があったほうが良かったと思う。京

都は有名なところでもあるので、ロケの時に何があったかという役者のエピソードがも

っとあっても良かった。番組タイトルと内容のギャップを感じ、期待しすぎた感があっ

た。 

・ 作品のインサート映像がなかったことが残念であった。番組タイトルにあえて「記憶」

と入れているところに権利関係の難しさを感じた。ロケ地にこだわるのであればもう少

し掘り下げても良いのではないか。「初めて訪れた」というセリフが多く、記憶でも思い

出でもないという突っ込みどころがあった。聖地巡礼が流行りでもあるのでそのように

したほうが面白いのではないか。旅番組としても掘り下げが浅いのが残念である。 

・ 気楽に楽しめる番組であった。素の松平健が巡るということで素の姿が見られてよかっ

た。下鴨神社の申餅などの観光名所案内要素もあり、太秦撮影所の様子、裏方である照

明の特殊技術などは知らなかったのとても面白く感じた。短い時間の中にいろいろな要

素があるも散漫にならずとても楽しく拝見した。 

・ 日本でも 20 年ほど前からフィルムコミッションという NPO が作られ、各地域で映画や

テレビ番組のロケで地方自治体などが援助してどういう場所に行けばどういうシーンが

撮影できるか等紹介するようになってきている。実際の作品の映像を使用することがで

きないのであれば、このフィルムコミッションを訪れて、どのように撮影されたか等の
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紹介をすると新鮮味のある番組になったのではないか。 

・ 松平健さんはマナーが良く、精悍な感じで二枚目な方であると思ったが、中村俊介さん

は食レポ経験が浅い感じがした。ディレクターが注意できたのではないか。 

・ 本作は、3 つのパートに別れているように見えるが、これが一回の放送であったのであ

ればもったいない気がした。それぞれのパートを膨らませて放送しても良かったのでは

ないかと思う。タイトルに「旅」とあるが、旅というほどのものではないと感じた。 

・ このシリーズがどのように続いていくのか、どういうシリーズの中の一つなのかが気に

なった。この回のみで言えば下鴨神社と大覚寺というのは、清水寺や金閣寺などの誰も

が行く定番の観光地ではなく、何度か京都を訪れた方が行くところと感じた。下鴨神社

も大覚寺もきれいな景色を映像化されており良かったと思う。 

 

議題 4 「民放連放送基準」一部改定に伴う当社放送基準の改定について 

民放連の放送基準が一部改正されることに伴い、同基準を準用している当社の「番組の編

集の基準」を改定することにつき配布資料を基に説明した。本改訂につき放送法に基づき放

送番組審議会に諮問し、次回の放送番組審議会で答申を受けることで進めたいとした。 

 

以上 


